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下大和田・小山町谷津田だより －2025 年 ３月 No.277 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 301回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2025 年 ２月 ２日（日）雨   報告：田中正彦 

朝から冷たい小雨の中、6人が集まりニホンアカガエルの卵塊調査を

しました。例年２月の観察会は、ニホンアカガエルの卵塊調査をメイン

テーマに実施してきました。今年は今までとは大きく環境が変化して

います。それは開発問題が具体的に動き出したため、昨年は米づくりが

できずに田んぼが荒れ放題となってしまったことです。夏は雑草で覆

われてしまい、わずかに水面が見えるくらいの谷津田が広がっていま

した。今の季節は植物も枯れて、水面が広く見られる場所もあります

が、果たしてニホンアカガエルは産卵してくれているでしょうか。 

ＹＰＰ田んぼ、マイ田んぼ、復田している田んぼ、下流部の鉄塔下の水辺を丹念に観て歩きましたが、ニホ

ンアカガエルの卵塊を見つけることができませんでした。少雨など季節的なものなのか開発の影響なのかはは

っきりしませんが、調査を継続していこうと思います。      参加者５名（大人４名、大学生１名） 

                   

森と水辺の手入れ「復田Ⅷと森の草刈り」 2025 年 ２月 ８日（土）晴れ  報告：平沼勝男 

お天気に恵まれました。連日大雪の日本海側の皆様には申し訳ない

ような青空とお陽様です。この日は月２回の恒例となっている復田作

業をしました。毎回やっていることは変わりなく、アシの根をスコッ

プで切り、エンジンポンプの水圧を利用して除去しました。回数を重

ねていますが毎回広がる開墾地は僅かです。人数が限られるためです

が、最近は３人の作業が多かったのですがこの日は４名と１名多くな

りました。その分、開墾地を広げることができました。 

復田作業と並行で森の手入れもしました。台地の上を刈り払い機で草刈り、刈った草を除去します。いず

れはクルミなどの樹木を植えて、将来ニホンリスが生息する森にしたい、そんな最終目的があります。他に

田んぼに水をいれました。そろそろ始まるアカガエルの産卵のためです。 

参加者 ９名（大人６名、大学生３名） 
                  

森と水辺の手入れ「復田Ⅸ、森の草刈り」2025 年 ２月１６日（日）くもり後晴れ 報告：平沼勝男 

朝まで久しぶりの雨が降っていました。活動を始めた頃には雨もや

み薄日が差してきました。この時期にしては暖かく感じます。 

人数を分けて復田と森の手入れを同時進行で行いました。復田は前

回より一名増えて５人です。いつものごとくスコップでアシの根を切

り、ポンプの水圧で泥を除去して根を取り出します。この日の作業は

汗をかきました。回数を重ねていますので開墾の面積はひろがってき

ました。しかし３月末か４月の初めは種を撒く時期。次回以降はラス

トスパートです。 

森の手入れは下草を刈り、選択した樹木や枝を残して刈り取りました。手を入れている場所はすっきりして

良い森になってきました。何より自分たちの意志で森を作っていくということは、やった人でないとこの楽

しさはわかりません。 

他に、旧 YPP 田んぼにアカガエルの卵塊がありました。今年初めて確認しました。まだ10数個でしたが観察

会までどれだけ増えるかが楽しみです。                参加者 ７名（大人 ６名、大学生１名）  
 ＜小山町での活動＞ 

☆第 233 回 小山町 YPP「田んぼの手入れ」 2025年 ２月２２日（土）晴れ    報告：えみ 

 当日、自転車で小山へ向かっていたところ、どういうわけか考え事をしていて集合場所を通り過ぎてしまい、

そのおかげであざみ谷の棚田を改めて遠くから見ることができました。「夏になればまた今と違う美しい姿に

なるんだろうな。」と、今からとてもワクワクしています。 この日は氷が張っていましたが、晴れて穏やかな
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



天気の中、畦作り作業が行われました。私はあざみ谷５番を担当させて頂き、下に流れ落ちた土を、高さのあ

る上の畦に上げていく作業、そして足がはまって抜けにくくなってしまう..重労働でしたが、終わりは清々し

かったです。田んぼの水は、今のところ落ち着いているようです。耕作放棄地だった場所を、今春、田植えス

タートするという事で、開墾してくださった方々のおかげで、かなり綺麗に仕上がっていました。私はこちら

の作業に加わっていないので詳しいことはわかりませんが、これから水を貯める池を作るとの事、どんな姿に

なっていくのか、とても楽しみです。 参加者１１名（大人１０名、小学生１名） 

 

【谷津田・季節のたより】 2025年 ２月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

2/23  キジバトは地面でゆっくり餌とり。草の芽でも食べているのでしょうか。これから北へ帰るアオジは

目の周りの黒っぽい個体がいました。夏鳥の装いです。久しぶりにカシラダカの群れ、50 羽くらいを見

る事ができました。例年より少ないです。しかしもうじき見られなくなります。ウグイスはジャッジャッ

の地鳴きと、ホーホケキョのさえずりが混在。さえずりはまだ下手くそでした。柳の木にシジュウカラ、

コゲラ、メジロなどが取りつきエサを探していました。ガの卵でも食べているのでしょう。オレンジ色で

あでやかな鳥が谷津田を転々と移動。ジョウビタキのオスです。この鳥ももうじき見られなくなります。

春がもうすぐそこまで、そんなことを感じさせる谷津田でした。 

   ＜小 山 町＞ 報告 た：たんぽぽ  高：高山邦明 
2/ 4 モズのオスが田んぼで餌探し、メスは近くの木で待つ、真昼間なのに林の奥からフクロウの声。（高） 

2/ 5 フクロウの声、近くと遠くでコミュニケーションをとっている様。（た） エナガが 8羽の群れでスダ

ジイの幹に取り付いていた。（高）  2/ 9 何年も何年も聞いていた音の正体判明！ヤマドリの母衣

（ほろ）打ち、逃げずじっとこちらを伺う（た） 2/14 アカガエルの卵塊初確認。リス横切る。（た） 

2/17 ウグイスがぐぜり鳴き、タネツケバナの白い花があちこちで目立つようになる。（高） 2/19 タシギ

が 4羽の群れとなって行動している。（高）  2/20 渡りと思われる 50羽くらいのヒヨドリの大きな

群れがモチノキの実を食べていた。（高）  2/23 モズが巣材を集めてやぶの中に運ぶ。（高） 

2/24 ヤマドリの小さな母衣打ちが聞こえる、強弱ができることを知る。（た） 2/27 ニホンアカガエルが

孵化、暖かさに誘われてウグイスがあちこちで上手にさえずる、アカガエルは初産卵以降の産卵がなく、

2月が終わるのに本格的な産卵が始まっていないという記録的な遅さ。（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞  

・森と水辺の手入れ「復田作業Ⅹ・Ⅺと森の作業」 

日 時：2025年 ３月 ８日（土），１６日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：来年の米づくりに向けて、休耕田の復田作業を行います。森の手入れも行います。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など  参加費：無料 

・森の手入れ 
日 時：2025年 ３月２３日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止    

内 容：下草刈りやアカメガシワ、ヌルデなどの植物を整理します。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、森で活動できる靴、帽子、手袋、飲み物 参加費：無料  

・第 308回 下大和田ＹＰＰ「野草を食べる会」 
日 時：2025年 ３月２９日（土） ９時 45分～１２時  場 所：下大和田谷津田 

内 容：下大和田に生育する「食べられる野草」を採取、てんぷらやお浸しなどにして春の恵を味わいます。 

持ち物： 動きやすい服装、長靴、お弁当、お椀、飲み物、敷物など。  参加費：３００円（小学生以上） 

・第 303 回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2025年 ４月 ６日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：春の花の季節到来です。ウグイスの囀りを聞きながら谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物  参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 234回 小山町 ＹＰＰ「苗代づくり」 
日 時 ：2025年 ３月３０日（日） 10時 00分～ ☆小雨決行 
内 容 ：田んぼに苗代を作って種モミを撒きます。 
場 所 ：小山町谷津田 ※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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